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筑波大学概要筑波大学概要
筑波キャンパスについて筑波キャンパスについて

・敷地面積等について

敷地面積：2,577,286㎡

建築延面積：764,498㎡

・学生数、職員数について

学生数：16,797人

職員数：4,445人



背景背景
大学を取り巻く状況

・市としての取り組みの一環として

◇2030年までにCO2排出原単位を50％削減。

つくば市、筑波大学、各所研究機構等が

連携して取り組むため、つくば市環境都市

推進委員会、並びに3Eフォーラムを発足

・全学を対象とした環境対策として

◇地球温暖化対策に関する計画

地球温暖化対策に関する計画策定委員会を発足

CO2排出原単位を毎年少なくとも２％削減目標



大学の環境対策への取り組み大学の環境対策への取り組み

職員による取り組み
筑波大学環境報告書：http://www.tsukuba.ac.jp/public/environment.html

・植栽並びにグリーンカーテン
の設置等
◇日射を遮り、蒸散作用を利用した温度
の上昇を防ぎます（冷房使用の抑制）

・省エネルギー機器の導入等
◇LED照明､高効率設備等（EHP、GHP）

の導入

◇集中監視装置による空調機の制御

など。

http://www.tsukuba.ac.jp/public/environment.html


・太陽光発電機の設置

駐車場に設置されている外灯への

供給

大学会館Ａ棟建屋電力への供給

（電力供給状況は学生、外部の方々が見
れるホール部分にディスプレイ表示）

・木質ペレット焚冷温水発
生機の導入
研究基盤総合センター（工作部門）の
冷暖房設備の改修。

再生可能エネルギー再生可能エネルギー
関連の取り組み関連の取り組み



導入の経緯導入の経緯

・設備の老朽化による更新

・現在の中央機械室からの一括集中方式からの
切り離し、及び各建屋毎の個別空調化の促進

・温暖化抑制の為、省資源・省エネルギー化を
検討し、自然エネルギーの利用を検討

・地域新エネルギー等導入促進事業からの補助
金の給付



地域新エネルギー等導入促進事業とは、地域新エネルギー等導入促進事業とは、
給付までの流れ給付までの流れ

一般社団法人新エネルギー導
入促進協議会（NEPC）にて行

われている事業であり、新エ
ネルギー等の導入並びに普及
の促進を目的に設備導入事業
費の一部補助を行っている。

◇対象事業者

地方公共団体、非営利民間団体等

補助の条件として、継続して事業
を行う事業者、並びに普及啓発事
業を併せて実施する必要がありま
す。（補助対象外）

例）ホームページ並びにパンフレット
等によるＰＲなど。

平成２２年度年間予定表

事業開始

事業終了

交付決定

補助金給
付後

竣工まで
の流れ

竣工後の
流れ

利用状況
の報告

事業所への
最低4年以上

の報告

交付決定

公募開始

公募締切

交付決定ま
での流れ

6月後半公募
締切から8月
上旬にかけ
て審査

5月後半か
ら約1ヶ月

の公募

必要により
中間検査

事業報告書
の提出、確
定検査

支払請求

普及啓発事
業の実施



改修前

冷房時：水冷式チリングユニット

暖房時：中央熱源を熱交換器に取り入れ

改修後

暖冷房：木質ペレット焚冷温水発生
機より冷熱源を確保

改修前後の冷暖房方式の変化改修前後の冷暖房方式の変化

熱
の
循
環

熱
の
循
環

熱
の
循
環

熱
の
循
環



冷温水発生機の相違冷温水発生機の相違
箇所について箇所について

通常の冷温水発生機
との違いは、燃焼部
の燃料が木質ペレッ
トに変わっていると
ころであり、冷温水
配管並びにFCU等の機

器に関しては大きな
違いがないため既存
設備を再利用する事
が可能である。



木質ペレットとは木質ペレットとは

間伐材や林地残材など製材副産物、

未利用資源を圧縮成型した小粒の固形燃料

木質バイオマスペレットとも呼ばれており、

近年の原油価格高騰に対抗するコスト削
減の観点から注目を浴びております。

特徴は特徴は

ペレット燃料のもとである樹木は成長過程
で光合成する時に、CO2を吸収しています。
それを燃やして出るCO2は、樹木が再び光合
成をして大気中のCO2を吸収しながら成長し、
また燃料として活用できる資源となります。
この循環を「カーボンニュートラル」とい
い、
大気中のCO2総量の増減に影響が無く、
石油などの化石燃料を使用しない分だけ、
CO2削減ができるエネルギーです。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Wood_pellets-small_huddle_PNr%C2%B00108.jpg


ランニングコスト及びランニングコスト及びCOCO２２年間排出量の比較年間排出量の比較

ガス焚機器との比較

・ランニングコスト

電力、水道に違いは無い
が、燃料料金によりコ
ストの低減が見込まれ
る。

・CO2排出量

点火時には少量の燃焼ガ
スが必要となるが、燃
焼材のカーボンニュー
トラルから、CO2削減が

見込まれる。
料金表

運転日数 冷房：70日／年
暖房：100日／年

運転時間 冷房：AM8:00～1800
運転時間 暖房：AM8:00～1800

空調負荷
ピーク負荷 冷房：89ｋｗ

暖房：68ｋｗ
年間負荷 冷房：87,923MJ／年

暖房：170,471MJ／年



デメリットデメリット
ランニングコストが高い

都市ガスの大口契約のため、木質ペレットと比較した際に、

コストが高くなってしまう。

メンテナンス

木質ペレットの燃焼カスを定期的

に取り出す等のメンテナンスが

必要である。

燃料導入スペースの確保

機器置き場の他に木質ペレット

搬入車輌などの経路の確保が必要

となる。



メリットメリット
CO2削減効果及び大気汚染物質の低減

都市ガス等の化石燃料の利用が少ない為、NOX､ＳＯＸといった

大気汚染物質を排出せず、間伐材等を原料とするため、カー
ボンニュートラルでＣＯ２の削減が可能である。

既存設備を利用した改修作業
熱源から空調機までの構造に大きな違いがないため、大幅な改

修工事を必要とせず、既存設備の再利用が可能である。

機器設置に関して
屋外に機器の設置が出来るため、機器設置スペースを確保しや

すい。



機器の更新

農場温室用ボイラーや中央熱

源冷暖設備のブロック型集中

方式へ改修した際の木質ペ
レット焚設備の導入

普及啓発活動

学内イベントでのＰＲ物

の配布、並びにＨＰにて普
及活動

本学でのＰＲ活動（施設部HP）：

http://www.sakura.cc.tsukuba.ac.jp/~shisetsu/mokusitu_pettet.pdf

今後の予定今後の予定 高温水
ボイラ

高温水
ボイラ

高温水
ボイラ

中央機械室

共同溝
Ａ重油

・重大故障の増大

・老朽化による効率の低下

・環境負荷の低減

・修理費用の増大

サブセンター

・高温水の熱ロス

・搬送動力のロス

・重大故障の増大

・老朽化による効率の低下

・修理費用の増大

熱交換器

吸収式冷凍機

ブロック別
集中方式

ブロック別
集中方式

冷
却
塔

冷
温
水

発
生
機

EHP等

・運転効率が悪い

都市ガス



地方では
寒冷・積雪地域では化石燃料に代わる燃料、設備としての利用、
未利用材などを使用することによる森林整備、地域林業の活
性化をはかる循環型社会を目的とし、 CO2削減量を排出量と

して売却出来る国内クレジット制度を利用し、地域財源に利
用している。

大学では
ペレットの燃焼灰を、

学内農地の肥料として

利用を検討しています。
（現在は燃焼灰が年間ドラム缶

１本程度であるため検討中）

事業事例、取り組みについて事業事例、取り組みについて



まとめまとめ
木質ペレット製造施設、冷暖房機器設備は、
国内での普及はまだ少なく選定箇所が難し
いが、給付補助事業や地域産業の発展など
があり、今後の発展が見込まれる分野であ
ると考えられる。

CO2、燃料コストの削減が見込まれ、集中

型冷暖設備並びにボイラー設備においては
選定の幅が広がるものと考えられる。



御清聴ありがとうございました。
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